
 第Ⅱ章 ｜ 各分野の計画内容の具体化 

 

    
 

 

 

現
状 

 

整
備
し
た
場
合 

整備によ

る影響 

・拡幅を想定しない場合、影響なし 

（並松街道として拡幅整備をする場合は、別途検討必要） 

市街地環

境改善へ

の期待 

・並松街道としての再整備 

 

  

幅員 幅員 18ｍ（現況） 

沿道市

街地 

 

・沿道サービス施設及び住宅が立

地 

・佐真下土地区画整理地内 

・嘉数中学校、沖縄カトリック小

学校・中学高等学校、佐真下公

園 

 

宜野湾市 位置図 

断面図 

平面図 

沖縄カトリック小学校 
沖縄カトリック中学高等学校 

嘉数中学校 

佐真下公園 

６ 

表Ⅱ－４４ 計画路線 6 （都）嘉数中学校線 
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 第Ⅱ章 ｜ 各分野の計画内容の具体化 

 

    
 

 

 

現
状 

 

整
備
し
た
場
合 

整備によ

る影響 

・施行中の佐真下第二区画整理地内への新たな道路計画による住宅地内の再

整備及び交通量増加 

市街地環

境改善へ

の期待 

・国道 330 号を補完する幹線道路の早期整備による交通渋滞緩和や地域住民

の生活環境改善等 

 

  

幅員 幅員 16ｍ（現況） 

沿道市

街地 

・沿道サービス施設及び住宅が立

地 

・一部、佐真下第二土地区画整理

事業により整備済 

 

宜野湾市 位置図 

断面図 

平面図 

７ 

表Ⅱ－４５ 計画路線 7 （都）湧橋線 
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 第Ⅱ章 ｜ 各分野の計画内容の具体化 

 

    
 

 

 

現
状 

 

整
備
し
た
場
合 

整備によ

る影響 

・いこいの市民パークの現在と同様の利用は困難 

市街地環

境改善へ

の期待 

・地区東側のシンボル道路空間の形成（本地区～国道 330号） 

・沿道の緑化等、地下水流域の上流側の環境づくりの促進 

 

  

幅員 － 

沿道市

街地 

・いこいの市民パーク内 

・狭隘、行き止まり道路等が接続 

 

 

宜野湾市 位置図 

８ 

表Ⅱ－４６ 計画路線 8 （仮）東西道路 3（シンボルロード） 

 

   

断面図 

平面図 

いこいの市民パーク 
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 第Ⅱ章 ｜ 各分野の計画内容の具体化 

 

    
 

 

 

現
状 

 

整
備
し
た
場
合 

整備によ

る影響 

・沿道の建物の支障物件が多く発生する 

・交通量増加に伴う周辺住宅地の住環境への影響 

市街地環

境改善へ

の期待 

・老人福祉センター等、既存公共施設と合わせた市街地環境改善 

・沿道の適切な土地利用誘導 

・買収残地等の緑化等、地下水流域の上流側の環境づくりの促進 

 

  

幅員 4.5ｍ（現況） 

沿道市

街地 

・狭隘、行き止まり道路等が接続 

・近接して宜野湾市老人福祉セン

ター・はごろも学習センター、

宜野湾市赤道児童センター、あ

かみち公園が立地 

 

宜野湾市 位置図 

断面図 

平面図 

あかみち公園 

老人福祉センター 
はごろも学習センター 

赤道児童センター 

９ 

表Ⅱ－４７ 計画路線 9 （仮）東西道路２ 
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 第Ⅱ章 ｜ 各分野の計画内容の具体化 

 

    
 

 

 

現
状 

 

整
備
し
た
場
合 

整備によ

る影響 

・沿道の建物の支障物件が多く発生する 

・交通量増加に伴う周辺住宅地の住環境への影響 

市街地環

境改善へ

の期待 

・東西の幹線道路軸の確保（県道 81号線～本地区～国道 330号） 

・沿道の適切な土地利用誘導 

・宜野湾中学校との通学路等の連絡性向上 

・買収残地等の緑化等、地下水流域の上流側の環境づくりの促進 

  

宜野湾市 位置図 
幅員 ７ｍ（現況） 

沿道市

街地 

・狭隘、行き止まり道路が一部接

続 

・宜野湾中学校が南側に近接 

 

宜野湾中学校 

断面図 

平面図 

10 

表Ⅱ－４８ 計画路線 10 （仮）東西道路１ 
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 第Ⅱ章 ｜ 各分野の計画内容の具体化 

 

    
 

４）計画路線で想定される整備課題 
これまでの検討事項の内容を踏まえ、宜野湾市の都市計画道路網で想定される主な

整備課題について、都市計画道路の位置づけのある路線と新規路線に分けて、以下に

整理する。 

① 都市計画道路の位置づけあり 

 

 

・シンボル道路空間の形成（①⑥） 

・既存公共施設、跡地等と連携した整備（②） 

・計画路線の位置づけ精査（①③⑥⑦） 
 

 

（北部エリア） 

① シンボル道路としての拡幅整備（国際医療拠点との連携を踏まえ、検討必要） 

② 小中学校の通学路としての利用も考慮した整備 

③ 東西の幹線道路軸の早期確保（位置づけ精査必要） 

（南部エリア） 

⑥ 並松街道として再整備することによる道路の幅員構成の見直し・更新 

⑦ 施行中の佐真下第二土地区画整理事業との計画の整合・精査 

 

※「中間取りまとめ」にお
ける「交通網の配置パタ

ーン」 
なお、⑦の点線部分及び
新規路線（④⑤⑧⑨⑩）

は宜野湾市都市計画マ
スタープランの位置づ
けとは異なる 

 
 

  

 

２ 

３ 
４ 

５ 

６ 
７ 

８ 

９ 

10 

 

1 

※整備課題は、「中間取りまとめ」における「交通網の配置パターン」を基に跡地側で検討し
たものであり、宜野湾市都市計画マスタープランの位置づけとは異なる 

 
 

   

表Ⅱ－４９ 計画路線で想定される整備課題（都市計画道路の位置づけあり） 
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 第Ⅱ章 ｜ 各分野の計画内容の具体化 

 

    
 

② 新規計画路線 

 

 

・シンボル道路空間の形成（⑧） 

・既存公共施設、跡地等と連携した整備（⑨） 

・計画路線の位置づけ精査（④⑤⑩） 
 

 

 

１ 

（南部エリア） 

⑤ 基盤未整備な既成市街地内の主要道

路の確保 

 

（東部エリア） 

⑧ 本地区と一体となったシンボル道路空間

の形成と市民パークの機能更新 

⑨ 既存公共施設（老人福祉センター等）の機

能更新と合わせた市街地再編 

⑩ 東西の幹線道路軸の早期確保 

（位置づけ精査必要） 

 

（西部エリア） 

④ 東西の幹線道路軸の確保 

（西側緑地空間の保全・活用と合わせた必要性再検討） 

 

２ 
３ 

４ 

５ 

６ 
７ 

８ 

９ 

10 

※整備課題は、「中間取りまとめ」における「交通網の配置パターン」を基に跡地側で検討し
たものであり、宜野湾市都市計画マスタープランの位置づけとは異なる 

表Ⅱ－５０ 計画路線で想定される整備課題（新規路線） 
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	・人流、物流、各種産業の発展を促すスピーディーかつ利便性の高い交通体系の実現

	②沖縄県健康・医療産業活性化戦略調査（平成28年3月/沖縄県）
	■基本方針
	◎世界一または日本一の要素を活用して、沖縄県の健康・医療産業の創造・活性化を図る。

	■コンセプト
	○ 国際性をもった健康医療の集積形成
	・医療を先導する米国医療へのアクセスの最大限活用と人材育成。
	・国際競争力をもつ再生医療・感染症対策の拠点形成。
	・「県外」「世界」の大学・研究機関や企業との連携を積極的に図る。
	○ 健康長寿を実現してきた沖縄の自然環境と風土や歴史、社会の知恵を生かした健康増進政策
	・医療と産業の境界を越えて振興を図る。
	・県民の健康長寿の基盤づくりとその知見を活用した内外の健康産業の創出。
	○アジアとの距離の近さと物流貨物拠点によるグローバルネットワークの形成
	・多国籍化する医療ツーリズム拠点の形成。
	・グローバリズムに対応できる感染症対策の整備。
	○ LHRシステムなどのヘルスケアデータベースとの連携による健康増進拠点の確立
	・ウェアラブル技術を活用した健康の測定、及び測定データに基づく観光の高質化。
	・科学的な知見に基づいたアクティブ／パッシブな健康回復プログラムの提供。
	○ 重点地区の選定、琉球大学医学部・附属病院の西普天間住宅地区跡地への移転に伴う産業クラスターの形成
	・事業創造を行う人材の開発に注目し、発展の流れをつくる。
	・いくつかの重点「産業群」を位置づけ、部局を超えて総合的に振興を進める。

	■創造・活性化を図るべき4つの産業群
	③駐留軍用地跡地利用に伴う経済波及効果等に関する検討調査
	（平成27年1月/沖縄県）
	ⅰ〉沖縄県における駐留軍用地の現状
	ⅱ〉既返還駐留軍用地における経済効果
	（那覇新都心地区、那覇小禄金城地区、北谷桑江・北前地区の事例）
	■直接経済効果：
	ⅲ〉既返還駐留軍用地における経済効果
	（那覇新都心地区、那覇小禄金城地区、北谷桑江・北前地区）
	■経済波及効果
	ⅳ〉返還予定駐留軍用地における経済効果
	（キャンプ桑江、キャンプ瑞慶覧、普天間飛行場、牧港補給地区、那覇港湾施設）
	■直接経済効
	ⅴ〉返還予定駐留軍用地における経済効果
	（キャンプ桑江、キャンプ瑞慶覧、普天間飛行場、牧港補給地区、那覇港湾施設）
	■経済波及効果
	３）西普天間住宅地跡地における「国際医療拠点構想」実現に向けた取組み動向
	①国際医療拠点構想の検討方向性（平成27年12月時点）
	■構想の狙い
	① 医療技術革新に向けた先進的な研究機能を創出するとともに、それに派生して医療関連産業の集積や創出を図ること
	② 県民に対する高度・先進医療の提供等を図るとともに、離島・へき地への医師派遣を強化するなどにより地域医療水準を向上させ、「健康長寿沖縄」の再生・発展を果たすこと
	③ 人材育成の場として医師等の養成・確保や国際的研究交流を進めること

	■構想の具体化に向けて
	①琉球大学医学部及び同附属病院の移設
	・琉球大学医学部及び同附属病院の施設を西普天間住宅地区に移設するとともに、先端医学研究センターを新たに設置する方向で検討
	②産学官連携
	・琉球大学医学部と製薬会社等が連携した「感染症」「生活習慣病」「精神疾患」等についての共同研究による、創薬の拠点化の検討
	・ＯＩＳＴや沖縄高専をはじめ、沖縄科学技術振興センター、沖縄ライフサイエンス研究センター等、県内の研究機関・企業との連携の推進
	③ＯＫＩＮＡＷＡＢＩＯＢＡＮＫ構想（仮称）
	・沖縄県で収集されている診療・画像情報に加えて、ゲノム情報等の収集・データベース化による、創薬や先端医療につなげる構想の検討
	④その他
	○ＯＨＭＩＣ構想の検討
	・日米間の実務レベルにおいて、課題の抽出や整理を含め検討
	○地域医療水準の向上の検討
	・離島・へき地医療（医療従事者確保、遠隔医療等）、高度医療機能等
	○国際研究交流・医療人材育成の検討
	・海外大学との交流深化、質・量両面での医学研究者の育成等

	■今後の課題等
	○宜野湾市西海岸地域、コンベンションエリア及び普天間飛行場跡地との連携、特区の活用及び「健康長寿沖縄」の再生・発展に向けた取組についても検討していく必要
	○本構想を推進するため、跡地利用に向けた宜野湾市における取組みを国において支援していく必要



	2-2_(2)(3)普天間跡地の可能性
	（２）沖縄県におけるマーケット動向・ニーズ把握等
	１）人流（海上・航空）
	・ここ数年で、那覇港における大型クルーズ船の寄港や那覇空港における国際旅客便が倍増し、外国人旅客が急増。

	２）物流（海上・航空
	・那覇港では、新規海上輸送路が開拓される等、今後の輸送拡大が期待されるが、輸出入・移出入のバランスが悪く、空コンテナ（輸出の６割、移出の９割）解消が課題。
	・那覇空港は、24時間運用可能な利点を活かし、ANA沖縄貨物ハブ事業開始（2009年）を契機に、国際貨物輸送量が急増。

	３）産業動向
	・産業別就業者数の比率は、観光産業（宿泊・飲食サービス）、医療福祉産業、建設業が全国傾向よりも高い割合を占める。
	・製造業については、全国傾向よりもかなり低い傾向にある。

	４）観光産業の動向
	・近年、観光客数の伸びが顕著。特に外国人客数は５年で６倍に。
	・合わせて観光収入も、平成24年以降、年10％増を継続中。
	・宿泊施設数も増加しており、全国平均を上回る稼働率を維持。
	・外国人観光客は、アジアからが8割超を占める。アジア各国の訪日選択度は高く、宿泊地として沖縄の選択度も高い。
	・フィリピンやベトナムなどのビザ緩和による訪日旅行者数が倍増する中、リピーター客による沖縄の選択機会も見込まれる。
	・インバウンド消費額は年々増加、中でも中国人の消費額が４割を占める。

	５）情報通信産業の動向
	・立地場所を選ばないＩＴ産業は、沖縄の特性・優位性を活かせることから、沖縄の新たな基幹産業として振興
	・９年間で企業数3.1倍、雇用者数2.3倍と、沖縄の情報通信産業が急速に集積。

	６）医療・福祉産業の動向
	・今後の拡大が見込まれる医療・福祉産業は、全産業に占める就業比率が年々増加。特に女性の比率が高い傾向。

	７）アジア諸国のGDP拡大状況
	・世界のGDPシェアは、欧米牽引基調からアジア拡大基調へ。
	・現在、ASEAN諸国の1人当たりGDPは1980年以前の日本レベルであるが、2030年には、アジアのGDPシェアは、中国、ASEAN、インドが8割を占める予測。

	（３）普天間飛行場跡地の可能性
	１）アジアの中心に位置する沖縄県の可能性
	２）広域的立地から見た普天間飛行場の可能性

	2-2_(4)(5)人口フレーム・機能抽出・ゾーニングイメージ_0519
	（４）跡地利用計画の人口フレームなどの検討
	１）人口計画の想定
	○宜野湾市　目標人口：109,700人（2060年）
	○将来予測等を踏まえた不足人口：25,000人
	○跡地等における人口配分
	・普天間飛行場跡地 ：20,000人 ※広域調査における計画人口10,000人～25,000人
	・西普天間住宅地区跡地 ： 1,500人 ※住宅地ゾーン　約11～12ha×100人/ha＋α
	・周辺市街地における再開発等 ： 3,500人
	○計画人口の中間値から計画世帯数を想定：23,570戸
	○中南部都市圏､又は､返還地を有する市町村の住宅需要推計：59,570戸
	⇒中南部都市圏では、駐留軍用地跡地の計画世帯数を上回る住宅需要を有す

	【参考】他のニュータウン事例との比較
	■居住人口密度イメージ
	●戸建住宅地（40戸/ha＝100人/ha） ●中層住宅地（80戸/ha＝200人/ha）
	●高層住宅（260戸/ha＝650人/ha） ●タワーマンション
	（480戸/ha＝1,200人/ha）
	２）就業人口の想定
	○宜野湾市　昼間人口目標 ：125,000人（2060年）  ※目標人口109,700人×114％
	・普天間飛行場跡地  ： 37,000人  ※目標人口20,000人×185％
	（市域の中でも高い昼間人口を有すことを目指す）
	○宜野湾市　昼間人口の配分
	①従業・通学等のない人 ： 37,000人  ※常住人口（109,700人）の34％と想定
	（高齢化が進行するが、就業年齢の延長、女性の社会
	進出等を加味し、現状と同等と想定）
	・普天間飛行場跡地  ：  7,000人  ※計画人口（20,000人）の34％
	②従業者・通学者 ： 88,000人
	・普天間飛行場跡地  ： 30,000人  ※従業者：21,000人､通学者(15歳未満含む)：9,000人
	・西普天間住宅地区跡地  ：  3,000人  ※西普天間住宅地区跡地関連資料に基づく
	・周辺市街地  ： 55,000人  ※現状維持
	（従業者・通学者数（不詳含む）：55,378人（H22年））
	■従業者
	・学術研究・専門・技術サービス業 46.5人／事業所 ＊1
	・情報・通信業 183.3人／事業所 ＊1
	・金融業・保険業 34.5人／事業所 ＊1
	・不動産業・物品賃貸業 30.0人／事業所 ＊1
	・医療・福祉 80.3人／事業所 ＊1
	・複合サービス事業 120.5人／事業所 ＊1
	・宿泊業・飲食サービス業 61.8人／事業所 ＊1
	・生活関連サービス業，娯楽業 89.5人／事業所 ＊1
	・百貨店・総合スーパー 229.1人／事業所 ＊2
	・卸売業・小売業 12.2人／事業所 ＊3
	・行政関連
	・学校関連
	*1　平成26年経済センサス/宜野湾市30人以上の事業所平均
	*2　平成26年商業統計/沖縄県平均
	*3　平成26年経済センサス/沖縄県平均（個人事業所除く）
	■通学者
	・公立小学校 ２校   700人×2校 ＝ 1,400人
	・公立中学校 １校   700人×１校 ＝   700人
	・中高一貫校 １校 1,200人×１校 ＝ 1,200人
	・大学等 １校 5,700人×１校 ＝ 5,700人
	計 9,000人
	○宜野湾市立小中学校
	・小学校児童数： 6,239人／９校（H27.5.1時点）≒ 700人/校
	・中学校生徒数： 2,992人／４校（H27.5.1時点）≒ 700人/校
	○昭和薬科大学附属高等学校・附属中学校（中高一貫校）
	・生徒数：中学校 628人（H28.4時点）*定員200人/年
	高等学校651人（H28.4時点）*定員200人/年
	・職員数：114人（H28.5時点）
	・校地面積：61,950㎡、建物延床面積：15,124㎡
	○沖縄国際大学
	・学生数　： 5,657人（H27.5.1時点）
	・職員数　：   218人（H27.5.1時点）
	・校地面積：164,395㎡、建物延床面積：51,906㎡

	■就業人口密度イメージ　他都市との比較
	●千葉ニュータウン ビジネスモール ●神戸医療産業都市（60人/ha） 　　　　　　　　　　（80人/ha）
	●筑波研究学園都市（20人/ha）　　　　●那覇市県庁・市役所周辺（450人/ha)
	（官公庁施設、商業施設等）
	●那覇市おもろまち駅前（230人/ha） ●うるま市中城港湾新港地区（20人/ha）
	（商業施設等）
	（５）必要となる都市機能の抽出
	１）基本的に求められる都市機能
	○想定計画人口　： 20,000人
	○想定計画戸数　：  8,000戸　（世帯人員2.5人/戸と仮定）

	2）広域ポテンシャルから想定される都市機能
	３）政策的に誘導すべき都市機能
	①沖縄の振興発展に寄与する国際貢献、協力、交流機能
	②国内外の大学との連携によるサテライト機能、リサーチパーク
	③国際的な高次都市機能
	④西普天間住宅地区国際医療拠点と連携した、沖縄経済を牽引する先導的産業
	・研究施設（国等の研究機関、民間研究機関等）
	・高等教育施設（大学、大学院、専門学校等）
	・研修所
	・業務施設（国際貿易系、国際医療系等）
	・データセンター（国際貿易系、国際医療系、金融系、情報系等）
	・サテライトオフィス
	・国際交流施設（国際会議場・観光交流センター等）

	４）緑地空間との親和性の高い都市機能
	（６）機能配置のゾーニングイメージの検討
	１）普遍的資源（歴史文化・自然環境）の配置
	２）求められる都市基盤
	３）ゾーニングイメージ

	2-3_都市基盤整備の方針の具体化方策の検討　道路、鉄軌道_0519
	３.　都市基盤整備の方針の具体化方策の検討
	● 都市基盤のうち広域幹線道路、幹線道路等、及び鉄軌道のあり方について、普天間飛行場跡地利用におけるまちの将来像、機能導入の視点から課題を整理した。
	● 今年度は普天間公園（仮称）懇談会による提言がまとまったことから、そこで示された公園の考え方の捉え方と、これまでの「中間取りまとめ」に基づくベース案を比較し、中部縦貫道路の配置のあり方を検討した。
	● 普天間飛行場跡地内に計画されている中部縦貫道路及び宜野湾横断道路、鉄軌道について、交差形状のあり方について、既往資料を基に検討した。
	● 緑地空間のあり方について、開発段階から敷地内の緑地空間の確保を計画または景観計画等で緑地空間の保全・確保を図った県内外の事例を収集した。
	（１）広域的幹線道路、幹線道路等、鉄軌道の整備のあり方
	１）広域的幹線道路
	①　中部縦貫道路
	②　宜野湾横断道路
	２）幹線道路等
	①　シンボル道路
	②　西普天間住宅地区とのアクセスを強化する幹線道路
	３）鉄軌道
	（２）中部縦貫道路の配置のあり方
	１）「中間取りまとめ」ベース案（中央配置案）
	①　考え方
	２）普天間公園（仮称）懇談会の提言を踏まえた案（南部配置案）
	①　考え方
	（３）中部縦貫道路及び宜野湾横断道路、鉄軌道の交差形状のあり方
	１）検討の考え方
	２）立体交差方法と課題点の整理
	３）軌道施設との立体交差の考え方
	（４）開発整備と一体となった緑地空間のあり方


	2-4_(1)(2)周辺市街地との連携方針の具体化_0519
	（１）既存施設の再配置の検討
	１）既存計画における既存公共施設の方向性
	①「中間取りまとめ」における方向性
	②宜野湾市都市計画マスタープランにおける行政サービス拠点
	２）既存施設の現状
	３）再配置検討が必要な既存施設の想定
	４）既存施設再配置の検討の方向性
	（２）周辺市街地の幹線道路網の整備の検討
	１）既存計画における周辺市街地の幹線道路整備の方向性
	①「中間取りまとめ」における方向性
	②宜野湾市都市計画マスタープランにおける幹線道路整備の考え方
	２）環境づくりの反映事項の整理
	３）周辺市街地における計画路線の現状
	４）計画路線で想定される整備課題
	① 都市計画道路の位置づけあり
	② 新規計画路線
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